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2024（令和 6 年）年度 

事 業 報 告 書 

1 事 業 

（1）概 要 

外国人市民の転入者が年々増え続け、地域における日本語教育の重要性がますます高ま

っている状況を踏まえ、2024 年度、当協会では地域で日本語を学べる環境の整備に重点を

置いて事業を実施しました。 

当協会では 2018年 4月の事務所移転の際に日本語ボランティアの登録制度を創設し、日

本語を学びたい外国人市民と日本語ボランティアを 1 対 1 でマッチングする事業を開始し

ました。日本語教育のコーディネーターの役割を担う専門性を有する日本語支援員を配置

し、当初は 600回未満であった年間レッスン回数は当該年度においては、1,700回を超える

まで増加し、日本語学習のニーズに対応することができました。ただし、日本語学習希望者

に対する日本語ボランティアの不足や日本語学習の継続がむずかしいケースなどの課題も

あり、これからも学習者とボランティア双方へのフォローアップを確実に行ってまいりま

す。 

これまで平日夜間に実施していた有資格者による日本語教室は、初めて日本語を学ぶゼ

ロビギナーを対象とし、「にほんごをはじめよう」という日本語教室を平日午前に変更して

開催しました。この教室はボランティアによる対応がむずかしいゼロビギナー学習者の受

け皿となり、グループレッスンによって学習者同士の連帯感も高まって受講者が日本語学

習を続けるモチベーションが上がることとなりました。 

日本語学習を支援する人材を養成する日本語ボランティア養成講座については渋谷学習

センターと連携して実施し、日本語学習ニーズへの対応という点で同センターと地域課題

としての認識の共有が進みました。日本語ボランティアの不足という課題は残るものの、講

師の熱量あふれる講義を通して受講者のボランティア活動に対する意欲も高まることとな

り当協会や地域の日本語教室における日本語ボランティア活動に参画する人が増えました。 

また、日本語学習に関するウェブサイト「やまと DEにほんご」を立ち上げ、大和市で日

本語を勉強したい方や支援したい方向けに日本語学習に関する情報をまとめたサイトをつ

くりました。今後もコンテンツを増やしていくことでさらなる地域日本語教育の充実を図

ってまいります。 

 

以下、公益財団法人大和市国際化協会 2024年度事業について、その内容を報告いたします。 
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（2）事業内容 

公益目的事業 1 外国人市民の自立と社会参加を促進する事業 

外国人市民が日本社会への理解を深めるために必要な情報を提供し、外国人市民の日本語力の

向上や、自らが主体となって進める社会参加活動を支援することで、地域に住む外国人市民の自立

と豊かな地域社会づくりへの参加を促進しました。 

ア 外国人市民が地域で暮らすために必要な情報の提供事業 

目的 

情報の届きにくい外国人市民に対して、いろいろな機会を捉えて情報提供を行うことで、日本社

会の仕組みや制度についての理解を促す。また、外国人市民が周囲と円滑にコミュニケーション

を図ることができるよう支援する。加えて、非常時でも外国人市民にいち早く必要な情報を伝達

することができるよう、平時より仕組みを整える。 

ア-1 多言語による通訳窓口の設置 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 

【目的・方法】国際交流サロン及び大和市役所に通訳窓口を設置し、日本語による意思の疎通に

支障のある市民からの依頼に応じて、母国語で必要な情報を提供するほか、市役

所や市立病院の職員とのコミュニケーションを補助する。 

【実  施  日】スペイン語  火   午前 9時～正午 午後 1時～4時（市役所 2階） 

金   午前 9時～正午 午後 1時～4時 

ベトナム語  火   午前 9時～正午 午後 1時～4時 

タガログ語  水   午前 10時～午後 1時 

中国語    木   午前 10時～午後 1時 

英語     月～金 午前 9時～午後 5時（職員が対応） 

【通 訳 内 容】在留資格更新･永住･帰化申請、税金猶予分割納付申請･確定申告･インボイス登録、

国民健康保険料･国民年金減免猶予等、離婚調停･財産分与、マイナンバーカード

申請、労災･失業手当・傷病手当申請･求職・就労支援、乳幼児健診･保育園･幼稚

園の申込み･児童扶養手当･療育相談、小中学校高校書類の代読代筆、児童クラブ･

就学援助･就学支援金･奨学金申請、病院受診予約・診察内容、特例貸付金返済･償

還免除･価格高騰支援給付金･生活保護や生活困窮相談、市営･県営住宅申込み、賃

貸住宅更新･住宅ローン手続き、生活（電気・ガス・水道･インターネット･クレジ

ットカードほか）、日本語学習、健康診断問診票･結果説明、ワクチン接種予約、そ

の他（裁判･保険･起業ほか） 

【通 訳 件 数】スペイン語 1,242 件（前年 1,295）、ベトナム語 295 件（同 265）、英語 92 件（同

118）、中国語 42件（同 22）、タガログ語 14件（同 16）合計 1,685件（同 1,716） 

 （別紙 23ページ参照） ※参考：日本語 113件（同 88件） 

【成 果 等】対応件数の合計は前年と比べて微減している。相談内容について、税金や保険・

年金など行政関連の問い合わせが多い傾向は変わらず、教育や住居など、幅広い

内容の相談が寄せられている。今後も、職員と通訳員同士の連携／情報共有を図
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り、利用者の利益につながるよう正しい情報の提供に取り組んでいく。 

ア-2 登録ボランティアによる通訳・翻訳サービスの実施 
大和市国際化推進業務受託事業

（一部） 

事業

概要 

【目的・方法】市民や行政からの依頼に応じて、行政文書や届出申請の際に必要な公文書等の翻

訳を行うほか、市立病院、小中学校等へ通訳を派遣する。 

【登 録 言 語】英語、スペイン語、中国語ほか 全 20言語 

【登 録 者 数】169 名（言語別内訳は別紙 24ページ参照） 

【通 訳 内 容】市立病院（各科診察）、市内小中学校（三者面談、懇談会、保護者会、進路保護者

会、修学旅行保護者説明会、授業参観、学習支援など）、保健福祉センター（4ヵ

月検診、1歳半歯科検診、3歳 6ヵ月児健診、家庭訪問、赤ちゃん訪問、歯科検診、

発達審査面談、発達相談など）、市内保育園（懇談会、慣らし保育、面談、個別面

談など）、市民活動拠点ベテルギウス（青少年相談室：面接など）、その他（他病院

診察、入管手続き、家庭裁判所、ワクチン接種など） 

【翻 訳 内 容】戸籍謄本、遺失届出証明、学位証明書、火葬許可証、婚姻状況確認書、婚姻届、出

生証明書、問診票、同意書、通知表所見、運動会のおしらせ、個人指導計画、WISC

検査結果、相談支援ファイル、市県民税申告案内、受診券用封筒印字、発達検査診

断書、妊娠届、経過書、乳幼児健診問診表、生活ガイド、年賀状、下水道使用料金

改定のお知らせ、第 10次大和市総合計画ダイジェスト版、市民農園年間スケジュ

ール、健康保険税のチラシ、情報紙（Terra、Tierra、チャーオバーン、ニイハオ）、

たぶんかラジオ原稿など 

【利 用 件 数】通訳 718件（前年 629件、内訳は 25ページのとおり） 

 翻訳 503件（前年 499件、内訳は 26ページのとおり） 

【成 果 等】通訳については、前年を上回り過去最多の依頼を受けた。依頼のうち半数を市立

病院、残りの 2割を教育委員会からの依頼が占めており、共に前年から増加した。

対応言語は 12言語であり、今後も希少言語での対応含め、依頼に応えられるよう

調整していきたい。翻訳については、依頼件数は前年とほぼ同数であり、言語数

も前年同様 15言語に対応した。 

■通訳・翻訳ボランティアスキルアップ研修会 

【目的・方法】通訳、翻訳の作業で必要とされる知識やスキルを習得する。 

【日   時】第 1回：2025年 1月 19日（日）午前 10時～11時 30分 

 第 2回：2025年 1月 23日（木）午後 1時 30分～3時 

 第 3回：2025年 2月 13日（木）午後 1時 30分～3時 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館 

【内   容】第 1回：翻訳（翻訳に必要な基礎スキル、応用問題の実施） 

第 2 回：通訳（コミュニティ通訳の心構え、通訳スキル向上に必要なポイントの

紹介） 

第 3回：通訳（学校・医療現場でのロールプレイ） 

【講   師】第 1回：キース ブラディ氏（MRI語学教育センター） 

 第 2回：田中圭氏（NPO法人多言語社会リソースかながわ） 
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第 3回：田中圭氏・吉田潤子氏（NPO法人多言語社会リソースかながわ） 

【対   象】協会登録通訳・翻訳ボランティアおよびその活動に興味のある方 

【参 加 者】第 1回：14名  第 2回：16名  第 3回：16名  合計 46名 

【成 果 等】「協会ボランティアとして長く活動している人」から「登録して間もない人」ま

で、幅広い参加者が集まった。研修の内容は、より「実践」にフォーカスしたもの

とし、「私達の翻訳実務に沿った課題で、講師の解説が文法的なことにとどまら

ずニュアンスまで解説してくださるので非常にありがたい（第 1 回翻訳研修参加

者）」「通訳の技術をブラッシュアップするための具体的な方法を学べ、講座内で

少し体験できてよかった（第 2 回通訳研修参加者）」「実際の通訳の場面に近い

ロールプレイを通して気をつけるべきことを学べた（第 3 回通訳研修参加者）」

といった声が寄せられ、満足度の高い研修会となった。 

ア-3 生活セミナーの開催 

事業

概要 
当該年度は実施せず 

ア-4 外国語版情報紙の発行 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 

【目的・方法】多言語（4言語）で情報紙を発行し、日本語に不自由な外国人市民に必要な情報を

提供することで、地域社会や日本社会への理解を促す。 

【種   類】Terra（テラ） 英語・日本語併記版 発行部数 1,000部 

Tierra（ティエラ）スペイン語・日本語併記版 発行部数 1,000部 

ニイハオ  中国語・日本語併記版 発行部数 750部 

チャーオバーン ベトナム語版 発行部数 750部 いずれも偶数月末日発行 

【内   容】●4 月号 無料の学習支援／こども食堂／多文化共生ボランティア団体 KAM から

のおしらせ／協会からのお知らせ 

●6月号 妊娠にかかる助成／出産・育児にかかる助成／夏のイベント／令和 6年

度やまと芸術祭一般公募展の作品を募集／協会からのお知らせ 

●8月号 給付金のお知らせ／市内日本語教室のご案内／“やまと DEにほんご”

がオープンします／協会からのお知らせ 

●10 月号 大和市 LINE 公式アカウントについて／大和市役所の土・日曜日の窓

口業務の一部変更について／大和市プレスクール 外国につながる子

どものための日本語教室／大地震に対応する 2 つの動画を多言語化し

ました／協会からのお知らせ 

●12 月号 今年も申告の時期が近づいて来ました／大和税務署での確定申告の相

談・受付について／市・県民税申告について／多文化共生防災訓練／

年末年始の救急医療体制 

●2月号 道路交通法が改正されました／下水道使用料金が改定されます／休日・

夜間に体調が悪くなったら・・・／協会からのお知らせ 

【配 布 先】市内小中高校、市立保育園、市内幼稚園、外国食材店、市内日本語教室、市役所、

市立図書館、市内学習センター、外国人賛助会員など 

【成 果 等】市役所の窓口業務の変更、水道使用料金の改定など、大和市で生活するために必
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要な情報の提供を行うことができた。 

ア-5 コミュニティーラジオやインターネット等を通じた情報の発信 大和市国際化推進業務受託事業（一部） 

事業

概要 

■コミュニティーラジオ 

【目的・方法】ラジオを通じて多言語による情報提供を行う。 

【日   時】2024年 4月～2025年 3月 毎週月曜から金曜午後 6時 20分頃から約 5分間 

       月曜：スペイン語    火曜：中国語    水曜：英語 

       木曜：ベトナム語    金曜：タガログ語 

【場   所】ＦＭやまと 

【内   容】ラジオ番組「夕なびプラス！」内、多言語情報コーナー「たぶんかラジオ」に

て、協会事業や行政からのお知らせなど、生活に密着した情報を提供した。 

【成 果 等】協会事業のほか、「保育園や放課後児童クラブの申込」や「水道料金の改定」など、

外国人市民が必要な情報をリアルタイムで届けた。 

■インターネット等 

【内   容】Facebookを通じて多言語による情報提供を行う。 

【成 果 等】外国人市民向けの情報を英語、スペイン語、ベトナム語、中国語、タガログ語およ

びやさしい日本語で発信した。Facebookページを活用し、協会事業や日本語教室、

台風接近・降雪などの情報を提供することができた。 

ア-6 災害発生時に外国人市民に情報を提供するための拠点の整備 大和市国際化推進業務受託事業(一部） 

事業

概要 

【目的・方法】大和市との協定（大和市災害多言語支援センターの設置･運営に係る協定書）に基

づき、災害発生時に外国人市民への情報提供の拠点となる「災害多言語支援セン

ター」の仕組みを整える。また、いざというときに迅速に支援を開始できるよう

日頃から支援者との連携を図るほか、研修を実施する。 

■防災フェスタへの出展 

【日   時】2024年 11月 16日（土）午前 10時～午後 1時 

【場   所】引地台公園令和広場 

【成 果 等】国際化協会ブースで「やさしい日本語」のプリントを準備して 60名ほどの来場者

に対して日本語を母語としない外国人とのコミュニケーションに役立つ「やさし

い日本語」を紹介することができた。言い換えに苦戦する方もいたが、少しのヒ

ントや事例を示すとやさしく言い換えることができる方が多かった。今回は予定

していた外国人市民の参加がキャンセルになってしまったが、今後も災害に関す

る知識が少ない外国人市民への参加を促し、防災意識の向上を図っていきたい。 

■大和市防災展への出展 

【日   時】2025年 1月 17日（金）午前 11時～午後 4時 30分 

 2025年 1月 18日（土）午前 10時～午後 3時 30分 

【場   所】シリウス やまと芸術文化ホール ギャラリー 

【成 果 等】地域別の外国人数などをはじめとする大和市の国際化の状況や災害時にも役立つ

多言語ツール、やさしい日本語などを紹介するパネルを掲示し、一般市民の来場

者に対して災害時のコミュニケーション支援の取り組みを PRすることができた。 
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■多文化共生防災研修会 

【日   時】2025年 2月 16日（日）午前 9時 30分～正午 

【場   所】引地台中学校 1階会議室・工作室 

【参 加 者】58名／支援者向け 30名、外国人向け 16名、その他スタッフ等 12名 

【講   師】高橋伸行氏（NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会理事） 

 中丸信孝氏（大和市役所市長室危機管理監） 

【団体協力等】引地台中学校避難生活支援施設運営委員会・中央地区自治会連合会／株式会社 TGT

／（社福）プレマ会／大和市社会福祉協議会ボランティアセンター／大和市役所

危機管理課・市民活動課（順不同） 

【内   容】支援者向け訓練：講義「災害時に外国人が直面する課題とボランティアの役割」 

 外国人向け訓練：防災に関する講義、備蓄品・防災グッズの紹介、多言語防災マッ

プなど災害時のコミュニケーション支援の紹介（通訳ボランティアによるベトナ

ム語、スペイン語の通訳サポート） 

 合同ワークショップ：大きな地震、台風が来る想定で、市が発信する災害情報を

やさしい日本語とピクトグラムを使って伝えるワークショップ 

【成 果 等】日本人市民と外国人市民がグループになって行うワークショップでは外国人市民

の積極的な参加が目立ち、外国人市民に知らせたい情報を自ら選んで伝えようと

する姿が見られた。参加者からは外国人市民と直接コミュニケーションをとるこ

とであいまいな表現を避けるなど外国人市民にもわかりやすい伝え方がわかっ

た、理解しにくい言葉が多いことに改めて気づかされたなどの反応があった。外

国人市民からは、安全な場所を覚えておくことが大切であることがよくわかった

という感想があった。自主防災会をはじめ、行政や外国人を雇用している企業な

どさまざまな立場の関係者が集まり災害時のわかりやすい情報伝達について考え

る場をつくることができた。 

ア-7 外国人ママの広場 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 

【目的・方法】子育てに必要な情報を提供し、横のつながりを作ることを目的に国際交流サロン

を活用した外国人ママの居場所づくりに取り組む。 

【日   時】毎月第 4水曜日 午前 11時～午後 1時  

【場   所】国際交流サロン 

【成 果 等】昨年同様、通年を通して開催した。知名度の向上及び新規参加者増を目標に、告

知チラシを 4 言語（英語・シンハラ語・ネパール語・ベトナム語）で作成し、協

会利用者に配布するなど、参加者獲得に向けて取り組んだ。 

ア-8 ウェルカムキットの作成と配布 

事業

概要 

【目的・方法】大和市に転入する全員に対し、市民課窓口で協会案内を配布していただくととも

に、協会案内を持って国際化協会に来所する外国人市民に、地域の多言語情報を

一つの袋にまとめて配布する。 

【成 果 等】チラシ配布枚数 5,000枚 
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イ 外国人市民の日本語学習を支援する事業 

目的 
日本語を学ぶ環境を整えることで、外国人市民の日本語力の向上を図り、日本で自立した生活を

営むことができるよう支援する。 

イ-1 日本語ボランティア教師養成講座の開催 

事業

概要 

【目的・方法】市内で活動できる日本語ボランティアを養成する。 

【開 催 日 時】2025年 1月 10日～3月 7日 金曜日 午後 6時 45分～8時 45分 全 8回 

【場   所】渋谷学習センター（IKOZA）310会議室ほか 

【内    容】ボランティアによる日本語支援のあり方や日本語指導法について学んだ。 

【講   師】嶽肩志江氏（横浜国立大学ほか非常勤講師） 

【参 加 者】30名 

【費   用】資料代 1,000円 

【成 果 等】渋谷学習センターの主催事業として実施することで参加者募集や会場の確保、配

布資料作成その他で便宜を図っていただいた。職員も受講されるなど、施設全体

で地域の外国人市民の公共施設に対するニーズについて理解していただくことが

できた。そのかいもあり、金曜日の夜間という時間設定にもかかわらず、参加者

は募集人数を大幅に越え、講座開始後も、講師の熱心な講義と励ましにより、全

ての受講者アンケートで、有意義であり参加して満足だったとの回答を頂いた。

講座終了後は多くの受講生が協会や地域の日本語教室でのボランティアに参画し

たが、それでも学習を希望する外国人市民の数に追いついていない状況もあり、

今後も生涯学習などを手掛ける他団体と協働するなどの方法で担い手を増やす取

り組みを進めていきたい。 

イ-2 日本語教授法ブラッシュアップ講座の開催 

事業

概要 

【目的・方法】日本語ボランティアの活動の活性化及び指導法のレベルアップを図る 

【開 催 日 時】第 1回：2024年 8月 1日（木）午前 10時から正午 

第 2回：2024年 8月 8日（木）午前 10時から正午 

第 3回：2025年 2月 22日（土）午後 1時 30分から 3時 30分 

第 4回：2025年 3月 1日（土）午後 1時 30分から 3時 30分 

【実 施 方 法】市民活動拠点ベテルギウス北館 

【内    容】第 1回：フォローアップ研修 

第 2回：フォローアップ研修 

第 3回：よくある間違いを学びのチャンスにする方法を身に付けよう 

第 4回：学習者の声を「聴く耳」を磨こう 

【講   師】第 1回、2回：嶽肩志江氏 (2023年度日本語ボランティア養成講座 講師) 

第 3回：仲山淳子氏（フリーランス日本語教師） 

第 4回：吉田ゆみ氏（日本語学習支援者、傾聴コーチ、キャリアカウンセラー） 

【参 加 者】第 1回：11名 第 2回：12名 第 3回：13名 第 4 回：15名 合計 51名 

【費   用】無料 
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【成 果 等】第 1 回目、2 回目は、2023 年度の養成講座の修了生を主な対象に、活動を始めて

感じた不安に応える目的でフォローアップ研修を実施した。第 3回目、4回目は、

学習者が安心して発話できるレッスンづくりをテーマに、文法的スキルと、支援

スキルの両方向から学んだ。それぞれ気づきの多い時間となったこと、さらに次

回以降の支援内容に反映して支援いただける機会となった。また日頃の悩みを口

に出すグループワークやロールプレイ形式のグループワークも取り入れられ、活

発な話し合いができ、参加者の満足度で高評価をいただいた。特に日頃の困り感

につながる事例に向けた講師の研修内容は、現場でまさに欲していた内容だと評

価が高く、もっとやってほしいとの次への要望も出てきていた。 

横の繋がりが持たれたことで情報共有や悩みの交換ができ、交流も深められてい

た。 

イ-3 日本語教室の開催 

 

事業

概要 

 

【目的・方法】職場や地域の人とのコミュニケーションが図れるだけの日本語力を身につける外

部講師による講座の開催。 

■かんたんな日本語教室 

【開 催 期 間】4月から 7月 毎週火曜日 午後 6時から 8時（全 14回） 

【実 施 方 法】対面によるグループレッスン 

【実 施 場 所】市民活動拠点ベテルギウス北館 国際交流サロン 

【内    容】地域や職場の人たちとのコミュニケーションに役立つ入門・初級レベルの日本語

を学ぶ。 

【講   師】谷中いずみ氏（YANAKA Nihongo Lesson） 

【費   用】参加費 1ヵ月 1,000円または 1回 300円 

【参 加 者】13名 のべ 58回 

■にほんごをはじめよう 

【開 催 期 間】第 1期 2024年 6月 4日～2024年 7月 23日 

第 2期 2024年 9月 3日～2024年 10月 22日 

第 3期 2024年 11月 5日～2024年 12月 24日 

第 4期 2025年 1月 28日～2025年 3月 25日 

いずれも 火曜日 午前 10時から 12時（全 32回） 

【実 施 場 所】対面によるグループレッスン 

【実 施 方 法】市民活動拠点ベテルギウス北館 国際交流サロン 

【内 容】日本語教材『いろどり』『きいてまねしてはなして』を用いて、日本語ゼロの外国

人が初めに触れるべき必要最低限の日本語習得を目指す。また最終回にはスピー

チする機会を設け、日本語で自分の言いたいこと話したいことを調べて書く、伝

えるということにトライする。 

【講   師】谷中いずみ氏（YANAKA Nihongo Lesson） 

【費   用】参加費 8回 3,000円（継続受講者はテキスト代を除いて 2,000円） 

【参 加 者】第 1期：9名 第 2回：10名 第 3回：13名 第 4回：18名 合計 50名 
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【成 果 等】6月以降、学習者が定着しにくかった平日夜間の常設クラスを改め、特に教授スキ

ルが必要な“日本語ゼロ”の学習希望者に対し、有資格の日本語教師が日本語学

習の下地を作ることで、ボランティアによる日本語支援にスムーズに繋ぐことを

目的に全 8回のレッスンを 4期開講した。 

学習者同士が協力し合う活気あるレッスンが、学習を続けるモチベーションにつ

ながったようで、回を追うごとに参加希望者が増え、席を増やして実施した。 

一方で、このクラスで継続して学習を希望する参加者も出てきたことで、日本語

でのやりとりの機会が減ってしまったり、クラスの雰囲気や学習スピード、内容

についていけず脱落していく新規学習者も出てきていたりしたため、講座修了後

を意識した講座内容を検討していきたい。 

イ-4 大和日本語支援ボランティアネットワークの運営 

事業

概要 

【目的・方法】日本語支援活動に携わる市内の各団体が連携できる場を提供する。 

【成 果 等】運営委員会は開催を見合わせたが、関係者が日本語スピーチ大会審査員を務めた。 

イ-5 日本語スピーチ大会の開催 

事業

概要 

【目的・方法】外国人市民に、日頃の学習の成果を発表する場を提供することで、日本語への学

習意欲を高めるとともに、周りの市民に地域で暮らす外国人市民への理解を促す。 

【日   時】2024年 7月 14日（日）午後 1時 30分～4時 45分 

【場   所】大和市保健福祉センターホール 

【内   容】外国人市民による日本語スピーチの発表 

【発 表 者】16名（所属別内訳）高校生 7名、留学生（専門学校・大学）3名、社会人 6名 

 （出身・ルーツ別内訳）中国 3 名、ネパール 3 名、インドネシア 2 名、フィリピ

ン、カンボジア、アメリカ、パキスタン、マレーシア、ドミニカ共和国、フィリピ

ン・ブラジル、フィリピン・日本 各 1名 

【参 加 者】約 100名 

【実 施 形 態】やまと国際フレンドクラブ、大和日本語支援ボランティアネットワークとの共催 

【受 賞 内 訳】（表彰順） 

受賞内容 氏名 
ルーツ／出

身 
スピーチテーマ 

FMやまと賞 ピント ザマンタ フィリピン 幸せの道 

FMやまと賞 王 艶普 中国 美しい日本 

FMやまと賞 アームストロング エオウ

ィン 

アメリカ ことばより大切なも

の 

やまと国際フレンドク

ラブ賞 

パウデル ザヤ ラム ネパール Japan Dreamの

virtualと real 

やまと国際フレンドク

ラブ賞 

ダス ニラズ クマル ネパール 忘れられない日 
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やまと国際フレンドク

ラブ賞 

亀田 フアナ マリア ドミニカ共

和国 

介護という仕事につ

いて 

大和日本語支援ボラン

ティアネットワーク賞 

小泉 玲奈 フィリピン・

日本 

私の進路を決めてく

れた一匹の犬 

大和日本語支援ボラン

ティアネットワーク賞 

ウマル フィサビリラーテ

ペ 

インドネシ

ア 

好きなもの 

大和日本語支援ボラン

ティアネットワーク賞 

アハマド ムハンマド パキスタン 日本へ来て感じたこ

と 

奨励賞 林 芳芳 中国 私の故郷 

奨励賞 ボホラ ビシュヌ ネパール 私のふるさと 

奨励賞 楊 奥輝 中国 故郷と日本の学校の

生活 

奨励賞 セティ フィルマン インドネシ

ア 

日本の「ゴミ」の捨

て方 

大和市教育委員会教育

長特別賞 

セン ミキ カンボジア 前向きになれること 

大和市長特別賞 ロ エーバ ワン イ マレーシア 成長 

公益財団法人大和市国

際化協会理事長賞 

岩田 ベア めぐみ フィリピン・

ブラジル 

苦しさを未来の力に

変える 

 

【協   賛】15企業・団体 

 企業・団体名 協賛内容 

1 株式会社小菅不動産 協賛金 

2 株式会社東邦通信システムズ 協賛金 

3 株式会社永屋 協賛金 

4 一般社団法人 Kickoff Company 協賛金 

5 国際ソロプチミスト柴胡 協賛金 

6 株式会社さんこうどう 協賛金 

7 つるまエキチカじんクリニック 協賛金 

8 大和自動車学校 協賛金 

9 大和商工会議所 協賛金 

10 一般社団法人大和青年会議所 協賛金 

11 大和中ロータリークラブ 協賛金 

12 有限会社ウエキ文具センター ドイツ製ボールペン 2本 

13 大和ラジオ放送株式会社 スピーチ放送枠提供 
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14 株式会社安田物産 社名入りペットボトル水 2

ケース(48本) 

15 きらぼし銀行株式会社（＊） 協賛金 

 ＊きらぼし銀行の意向により、プログラム等に社名未記載。 

【後   援】大和市、大和市教育委員会 

【成 果 等】今回は過去最多となる 16名の参加があった。自分の進路や夢、仕事のこと、ふる

さとの光景、日本語の習得に苦労して友人と話すのも大変だったことなど一人ひ

とりがさまざまなテーマでスピーチを披露していただいた。来場者にメッセージ

をお願いしたところ、たくさんのメッセージが集まり、発表者の頑張りにエール

を送る機会となった。 

イ-6 日本語ボランティアの紹介 外国人市民支援事業受託事業 

事業

概要 

【目的・方法】外国人市民に日本語学習の場を提供し、日本語力の向上を図る。日本語学習コー

ディネーターを設置し、学習者と登録ボランティアとのマッチングを行うほか、

日本語学習に係る相談に対応する。 

【日   時】通年 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館 国際交流サロンなど 

【内   容】登録ボランティアと学習者の都合に合わせ通年を通して個別のレッスンを対面又

はオンラインで行う。 

【対   象】支援者： 日本語ボランティア 実働 96名 

 学習者： 外国人 132名 

【費   用】学習者からは、1ターム（12回）ごとに 1,200円の参加料を徴収 

【そ の 他】2024 年 9 月 30 日（月）・2025 年 1 月 30 日(木)に、ボランティア同士が横の繋が

りを作れるようボランティア交流会を実施。参加者は第 1回 9名、第 2回 10名。 

       また、2025年 3月末 (17日(月)・21日(金)・25日(火)・26日(水)・27日(木))

には、ボランティア交流会で出された意見を参考に、「にほんごおつかれさまウィ

ーク」を実施して、曜日ごとにボランティアと学習者が一緒に周りの学習者と交

流できる機会を企画した。参加者は延べボランティア 16名、学習者 15名。 

【成 果 等】学習者の数は 132名で、前年度 136名と比べると、前年比 97％であったが、“にほ

んごをはじめよう”の開講により支援の選択肢が広がったことによるものと考え

る。年間の日本語レッスン回数は 1,738 回で、前年度 1,580 回と比較すると約 1

割増となった。前年度初頭からボランティアの不足と学習希望者の急増によりす

ぐにボランティアを紹介できない状況が続いていたが、支援を始めるボランティ

アが不安なく継続して活動できるようサポートを手厚くし、レッスンが軌道に乗

るまでのフォローを行うことに注力し課題解決につなげることができた。今後は

定期的に学習者やボランティアにヒアリングし、日本語力の向上につながる支援

ができているか確認しながら進めていけるよう努めたい。 
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ウ 外国につながる子どもたちへの日本語及び教科学習を支援する事業 

目的 
外国につながる子どもたちへ日本語及び教科学習の支援を行うことで、彼らの学習への意欲を育

み、学力の向上を図る。 

ウ-1 日本語・学習支援ボランティア養成講座の開催 

事業

概要 

外国人の日本語学習をサポートできるボランティアの育成は、「イ－1 日本語ボランティア教師 

養成講座の開催」で行ったため、当該年度は実施せず。 

ウ-2 日本語・学習支援ボランティアの派遣 

事業

概要 

【目   的】日本語力不足の外国につながる児童生徒に学習支援を行い、学力の向上を図る。 

【方   法】市内小中学校からの依頼に応じてボランティアを派遣し、外国につながる児童生

徒へ日本語及び教科の学習支援を行う。 

【期   間】2024 年 4月から 2025年 3月 

【依 頼 者】市内小中学校 16校：北大和小、大和小、深見小、渋谷小、西鶴間小、緑野小、上

和田小、柳橋小、下福田小、文ヶ岡小、引地台小、光丘中、渋谷中、つきみ野中、

引地台中、上和田中 

【内   容】日本語、教科（国語、算数）等の学習支援 

【支 援 対 象】小中学校に通う外国籍児童生徒ら 45名（出身ルーツ内訳：中国、スリランカ、ペ

ルー、フィリピン、エジプト、ブラジル、ウクライナ、ベトナム、インド、ガー

ナ、ケニア、フィリピン・ペルー） 

【支 援 者】日本語・学習支援ボランティア 26名 

【支 援 回 数】430 回 965時間（別紙 27ページ参照） 

【成 果 等】小中学校 16 校から依頼を受け 45 名の児童生徒にボランティアを派遣し、支援が

必要な子どもに対して個別に日本語や教科学習を支援する機会をつくることがで

きた。今後も各小中学校の国際担当教員とともに市教育委員会の担当指導主事や

外国人児童生徒支援コーディネーター、プレクラス日本語教育アドバイザーなど

関係者と連携しながら実施していきたい。 

ウ-3 外国につながる子どもたちへの補習クラスの開催 大和市教育委員会業務受託事業 

事業

概要 

【目   的】日本語力不足の外国につながる子どもたちの学力の向上を図る。 

【方   法】日本語力不足の外国につながる子どもたちのための補習教室を開催する。 

■夏休み子ども教室 

【日   時】市民活動拠点ベテルギウス北館（全 5回）：2024年 7月 22日（月）、23日（火）、

24 日（水）、25日（木）、26日（金） 

IKOZA（全 3回）：7月 24日（水）、25日（木）、26日（金） 

いずれも午前 9時 30分～11時 30分 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館、渋谷学習センター（IKOZA） 

 IKOZAについては、渋谷学習センター、NPO法人多文化共生ボランティア団体 KAM

との協力で実施。 

【内   容】ボランティアが一人もしくは少人数を対象に夏休みの宿題や日本語、教科学習な

ど参加する児童生徒の希望に沿った支援を行う。 



13 

【対   象】小中学校に通う外国につながる児童生徒 

【参 加 者】生徒実数：36名（小学生 27名、中学生 9名）延べ 127 名 

 出身ルーツ内訳：中国 6名、フィリピン 5名、ペルー3名、ボリビア 2名、コロン

ビア 2 名、スリランカ、カンボジア、アメリカ、アメリカ・ブラジル、ウクライ

ナ、ベトナム各 1名 

【支 援 者】登録ボランティアほか 60名 

【成 果 等】渋谷学習センター（IKOZA）会場については渋谷学習センター、NPO法人多文化共

生ボランティア団体 KAM と協力して開催した。また、最終日には、一般社団法人

こども食堂プロジェクト＠やまとの協力でこども食堂の場を設けた。大和（市民

活動拠点ベテルギウス北館）会場でも、カレーハウス Coco壱番屋鶴間駅前店から

カレー弁当を無償で提供いただき、一緒にお昼ごはんを食べる機会をつくること

ができた。登録ボランティアの協力を得て小中学生の夏休み学習をサポートする

とともに、夏休みのひと時を楽しむ時間を提供することができた。 

■学習サポート教室 

【日   時】2024 年 4月から 2025年 3月 

【実 施 方 法】教室開催および個別支援、またはオンラインレッスン 

【内   容】日本語および教科の学習支援 

【対 象 生 徒】小中学校に通う外国につながる児童生徒など 

【参 加 者】生徒実数：35名（小学生 21名、中学生 12名、高校生など 2名） 

出身ルーツ内訳：中国 14名、ペルー7名、フィリピン 4名、ガーナ 2名、ブラジ

ル 2名、ベトナム 2名、スリランカ、モザンビーク、パキスタン、ジンバブエ 各

1 名 

 支援者（協会登録ボランティア）：35名 

【支 援 回 数】476 回 692時間（別紙 27ページ参照） 

【成 果 等】外国につながる子どもを持つ保護者からの依頼を受け、小中学生らへ日本語や教

科の学習支援を行ったが、これまでの個別支援とは別の枠組みとしてグループで

学習する放課後教室を当該年度から実施した。この教室は日本語の習得をはじめ

として同じような課題を抱えた子ども同士が学び合える場をつくるため、週に 1

回、火曜日の放課後に開催するもので、夏休み子ども教室で出会った子ども同士

がその後も放課後教室の場で一緒に学習する機会ができたことで互いの交友関係

が深まるケースも生まれ、事業の相乗効果が見られた。一方で、数回参加したの

みで教室から遠ざかる子どもも散見され、すべての子どもにとって通いたいと感

じられる教室のあり方を今後工夫していく必要がある。高校生や大学生のボラン

ティアの協力もあるため、地域のさまざまなボランティアが子どもたちを支えて

いくことのできる場づくりも検討していきたい。 

■大和市プレスクール（大和市教育委員会業務受託事業） 

【日   時】シリウス（2024年 12月 11日～3月 19日 水曜・隔週木曜 午後 2時 30分から 4

時 30分 全 18回） 

 IKOZA（2024年 12月 13日～3月 21日 隔週木曜・金曜 午後 2時 30分から 4時
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30 分 全 18回） 

【場   所】生涯学習センター会議室（文化創造拠点シリウス 6階） 

 渋谷学習センター（IKOZA3階） 

【内   容】簡単な日本語や日本の学校生活などについて学ぶ 

【講   師】トレボル NIHONGO教室神奈川中央校、プレスクールボランティア 

【対   象】シリウス 9 名（出身ルーツ内訳：ガーナ 2 名、ペルー、インドネシア、中国、ド

ミニカ共和国、インド、スリランカ、セネガル 各 1名） 

 IKOZA5名（出身ルーツ内訳：フィリピン 2名、中国、ブラジル、カンボジア 各 1

名） 

 就学前の外国籍児童ら合計 14名（年齢別：4歳児 4名、5歳児 9名、6歳児 1名） 

【参 加 者】延べ 143名 

【費   用】1,800円（18回） 

【成 果 等】IKOZA での開催が 3 年目を迎え、今年度もシリウスを含めた 2 か所でプレスクー

ルを実施することができた。これまで 15 回だった開催日を 3 回増やして 18 回に

したことで、ひらがなの 50音に加えて濁音や拗音まで導入・練習することができ

た。文字と絵カードのマッチングを行う回数もよく多く確保することができ、ひ

らがなの読み書きの定着につなげることができた。 

エ 外国人市民の社会参加を支援する事業 

目的 
外国人市民が社会参加できる機会を創出することで、自身の抱える課題と地域社会の問題を解決

するために力を発揮できるよう支援する。 

エ-1 外国人市民サミット・多文化共生会議の開催 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 

■外国人市民サミット 

【目的・方法】外国人市民が地域の一員として、まちづくりに参加できるよう支援する。 

【日   時】2024年 9月 29日（日）午前 10時 30分～12時 30分 

【場   所】生涯学習センター601会議室 

【内   容】参加者が 4 つのグループに分かれ、「外国人の生活サポート」「外国人と日本人の

交流」「日本語学習」「災害」の中からグループで 1 つテーマを選び、どういう支

援があればよいかについて話した。 

【全体進行役】菊池哲佳氏（桜美林大学准教授） 

【参 加 者】外国人市民 16名、オブザーバー7名 

 （出身・ルーツ内訳：中国、ペルー、インドネシア、ベトナム、ネパール、フィリ

ピン、韓国、ケニア） 

【成 果 等】「自分が子育てをしているときは子育て情報が少なかったが、子育てママ向けイベ

ントへの参加をきっかけにしてママ友を通じた交流が広がった」「子どもが急に熱

を出したとき、医療機関にかかるのがたいへんだった」などの意見が出た。外国

人が安心して暮らせる地域づくりのために今後の事業運営に活かしていきたい。 

■第 6期多文化共生会議の開催 

【目   的】外国人市民を取り巻く地域の課題について協議できる場を設定し、外国人市民と
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日本人市民が同じ地域に暮らす住民として共生・協働できる地域づくりのために

必要な取り組みを検討する。 

【委 員 構 成】委員 17名（出身・ルーツ内訳：日本 7名、ペルー4名、中国 3名、ケニア、フィ

リピン・日本、韓国・日本 各 1名） 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館  

【内   容】第 1回 2024年 8月 31日（土）委嘱状交付、会議概要、ワークショップ 

 第 2回 2024年 9月 29日（日）外国人市民サミット：グループミーティング 

 第 3回 2024年 12月 7日（土）意見交換（居場所について） 

 第 4回 2025年 2月 8日（土）意見交換（多文化のつながり、学びたいテーマ） 

エ-2 外国人市民で作る活動グループへの運営支援 

事業

概要 

【目的・方法】外国人市民が自身の抱える課題を解決するために、自らが主体となって行う活動

に対し支援を行う。 

【成 果 等】「DALE！DALE！コクサイ」は当該年度も目標距離を突破し、認定 NPO法人横浜こど

もホスピスプロジェクトへの寄付を実現した。「にほんごでしゃべろう」は年度途

中に木曜午前から金曜午前に時間を変更し、月に 2 回国際交流サロンで外国人市

民同士が楽しくおしゃべりする場を設けることができた。 

① DALE！DALE！コクサイ 

チャリティチャレンジランを通して、外国人市民の健康づくりのために活動するグループ。 

② にほんごでしゃべろう 

市民が主体となって外国人市民同士のおしゃべりを通した交流活動を実施するグループ。 
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公益目的事業 2 市民の相互理解を促進し、市民主体の国際化推進活動を

支援する事業 
市民が多様な文化に触れることのできる機会を提供し、市民自らが主体となって進める国際理解、国

際交流、在住外国人支援活動を応援することを通じて、市民がそれぞれの違いを認め合い、尊重し合

える地域環境づくりを進めました。 

ア 市民の国際理解を促進するセミナーの開催 

目的 多様な文化を知る機会を提供することで市民の国際理解を促す。 

ア-1 国際理解講座の開催 

事業

概要 
当該年度は実施せず 

ア-2 外国語と外国文化紹介講座の開催  

事業

概要 
当該年度は実施せず 

ア-3 クロスカルチャーセミナーの開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的・方法】地域の国際化についてのワークショップや外国人市民との交流の機会、外国

人市民講師による母国の文化や人々の暮らしなどについての講義などをとお

して、市民の多文化共生についての理解と外国への興味を促す。 

【派遣 1】 

【依 頼 者】大和市役所国際・男女共同参画課 

【日    時】2024年 6月 5日（水）午後 1時 20分～2時 50分 

【場   所】青山学院大学 相模原キャンパス F棟 地球社会共生学部 

【テ ー マ】多文化共生 

【内   容】「やさしい日本語」で伝えてみよう 

【講   師】松本義弘氏（一般社団法人国際多文化研修ラボ代表理事） 

【対   象】大和市寄附講座履修生 29名 

【成 果 等】大和市役所国際・男女共同参画課より依頼を受け、青山学院大学での大和市

寄附講座の一部として実施した。受講者からは、いつも使っている日本語と

は一味違って別の言語を使っているような感覚に陥ったという感想のほか、

一方的な支援でなく、外国人も自立した生活が送れるような支援も必要とい

う意見も上がり、「やさしい日本語」の講義を通じて多文化共生社会のあり方

について考える機会となった。 

【派遣 2】 

【依 頼 者】大和市役所国際・男女共同参画課 

【日    時】2024年 6月 12日（水）午後 1時 20分～2時 50分 

【場   所】青山学院大学 相模原キャンパス F棟 地球社会共生学部 

【テ ー マ】多文化共生 
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事業

概要 

【内   容】外国文化の紹介と日本での生活 

【講   師】ラジャパクサ ニルマラ氏（スリランカ出身）、レ ティ シュン ユウ氏（ベ

トナム出身）、荒谷留架氏 

【対   象】大和市寄附講座履修生 33名 

【成 果 等】荒谷留架氏を進行役として 2名のゲストスピーカーからそれぞれスリランカ

とベトナムの文化、日本での生活について紹介する時間を設けた。受講者か

らは、外国人を「日本の基準」に合わせ過ぎないこと、住んでいる国（日本）

の世界観に完全に染まる必要はないといった感想があり、外国文化の紹介を

通じて多文化共生社会について考える機会を提供することができた。 

【派遣 3】 

【依 頼 者】やまとみらい（大和市文化創造拠点等指定管理者）・大和市生涯学習センター 

【日    時】2024年 6月 30日（日）午前 10時～正午 

【場   所】生涯学習センター610会議室（文化創造拠点シリウス 6階） 

【テ ー マ】世界とつながろう～日本で送るムスリム生活～ 

【講   師】ヤラ アリ氏（エジプト出身）、ティアラ ケマラ サリ氏（インドネシア出身） 

【対   象】一般市民 29名 

【成 果 等】2名の外国人市民をゲストスピーカーとして紹介し、「世界の友だちプロジェ

クト大和の会」とともに、依頼者が主催する事業の実施に協力した。当日は、

「世界の友だちプロジェクト大和の会」の代表である荒谷留架氏が進行を務

めた。ムスリムの子どもが通っている学校の先生から子どもにとってラマダ

ン（断食期間）はどのように過ごすのかという質問に対してゲストから学校

ができる配慮としていくつか事例を挙げる場面があり、日本でのムスリム生

活をめぐって活発に意見交換する機会をつくることができた。 

【派遣 4】 

【依 頼 者】大和市役所国際・男女共同参画課 

【日    時】2024年 7月 19日（金）午後 2時～5時 

【場   所】大和市役所会議室棟 1階 101・102会議室 

【テ ー マ】やさしい日本語研修会 

【内   容】やさしい日本語のポイント、行政文書の書き換えワーク 

【講   師】松本義弘氏（一般財団法人自治体国際化協会地域国際化推進アドバイザー） 

【対   象】大和市職員 22名 

【成 果 等】同課が人財課と連携し、当協会から講師依頼する形で市職員向けのやさしい

日本語研修会を行った。参加者からは、誰にでも伝えることができるように

情報をトリアージすることが大切で、日本人にとって不便と感じることは外

国人はもっと不便なのだとわかったなどの意見が寄せられ、外国人にもわか

りやすい情報提供のあり方について考える機会をつくることができた。 

【派遣 5】 

【依 頼 者】やまとみらい（大和市文化創造拠点等指定管理者）・大和市生涯学習センター 

【日    時】2024年 12月 1日（日）午前 10時～正午 
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【場   所】生涯学習センター610会議室（文化創造拠点シリウス 6階） 

【テ ー マ】世界とつながろう～移民第二世代が体験した学校・地域～ 

【講   師】岸本佳子氏（フィリピン出身）、ビジャル アイコ氏（ペルールーツ） 

【対   象】一般市民 34名 

【成 果 等】日本の小中学校で国際教室に所属した経験を持つ 2 名のゲストからどのよう

に日本語や教科の学習をしていたか、学校と地域での経験を話していただい

た。参加者からは、国際教室が自分らしくいられる場所だったという言葉が

心にしみた、という感想があり、外国ルーツの子どもを取り巻く課題につい

て理解を深める機会を提供することができた。 

【派遣 6】 

【依 頼 者】和光高等学校 

【日    時】2024年 11月 14日（木）午後 2時 30分～4時 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館 

【テ ー マ】大和市の多文化共生の取り組みについて 

【内   容】当協会の取り組みについて 

【講   師】石川和友（国際化協会職員） 

【対   象】7 名（3年生） 

【成 果 等】「外国人と日本文化」という選択授業の一環として当協会の取り組みについて

話してほしいと依頼を受けた。多文化共生に力を入れ始めたきっかけは何か、

日本人住民の文化の違いに関する理解度はどのくらいかなどさまざまな質問

を受け、多文化共生社会のために必要なことを考える機会を提供することが

できた。 

【派遣 7】 

【依 頼 者】やまとみらい（大和市文化創造拠点等指定管理者）・大和市生涯学習センター 

【日    時】2025年 3月 16日（日）午前 10時～正午 

【場   所】生涯学習センター611調理室（文化創造拠点シリウス 6階） 

【テ ー マ】世界とつながろう～日本でのキャリアを築く～ 

【講   師】大柳よしお氏（ペルー出身）、孫菱壑氏（中国出身） 

【対   象】一般市民 14名 

【成 果 等】元留学生と日本の小中学校に通学した経験のある方からそれぞれ外国人のキ

ャリア形成について話していただいた。外国人の立場から生活、就労の経験

について話していただき、参加者からはリアルな話を聞くことができた、制

度や雇用慣行などの面での外国と日本との違いがわかった、との意見をいた

だいた。 
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イ 地域における国際交流の場の提供事業 

目的 
だれもが気軽に多様な文化に触れることのできるイベントを開催することで、市民間の交流

を促進するとともに、地域の活性化を図る。 

イ-1 国際交流フェスティバル ハッピーフェスタの開催 

事業

概要 

【目的・方法】市民に気軽に楽しめる外国の文化を紹介し、外国人やその国の文化への興味       

や関心を深めることを目的に開催する。 

【日   時】2024年 12月 15日（日）午前 10時～午後 1時 

【場   所】市民活動拠点ベテルギウス北館 国際交流サロン 

【内   容】国旗クイズ、クラフトづくり（グアテマラの凧）、協会事業 PR（事業紹介パ

ネル展示、協会パンフレットや機関誌など） 

【参 加 者】410名 

【成 果 等】青少年センター、市民活動センター、シルバー人材センター、起業家支援ス

ペース、スポーツ・よか・みどり財団、大和・綾瀬更生保護サポートセンタ

ー及び当協会のベテルギウス関連団体が行う催しである「ベテルギウスまつ

り」の一環として実施した。当日は中学生や登録ボランティアなど 6 名のボ

ランティアの協力のもと、88の大和市に在住する外国人の出身の国と地域の

国旗クイズとグアテマラ出身の講師から教わりながら凧をつくるコーナーを

設け、来場者の子どもたちと講師の双方が言葉を交わしながら外国文化への

関心を深める機会をつくることができた。 

イ-2 やまとワールドフェスタの開催 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 
当該年度は実施せず 

イ-3 大和市民まつり等への出展 

事業

概要 
当該年度は実施せず 

ウ  市民が主体の国際化推進活動を支援する事業 

目的 
市民が主体の国際化推進活動を支援することで、だれもが継続して国際化推進活動に携わる

ことができるよう地域の環境を整える。 

ウ-1 市民主体の国際化推進活動への後援 

事業

概要 

【目的・方法】非営利目的で行われる、市民が主体の国際化推進活動に対して、後援名義を

付与するほか、活動に関する相談に応じ助言を行う。 

■後援名義付与 

 ●夏休み体験教室 まなべ～る 茶道体験 

  2024年 8月 24日（土） 

  やまと国際フレンドクラブ (IFC) 

 ●九十九太一エレキチェロ・コンサート 
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  2024年 7月 13日（土） 

  ギャラリーおがわ 

●第 17回やまと国際アートフェスタ ～守りたい、平和な世界～ 

  2024年 10月 4日（金）～10月 6日（日） 

  やまと国際フレンドクラブ (IFC) 

●第 15回「やまと子ども絵画大賞」 

  作品展示 2024年 10月 30日（水）～11月 10日（日） 

  表彰式 2024年 11月 24日（日） 

  （株）ジェイコム湘南・神奈川かながわセントラル局 

■その他   ●イムス横浜国際看護専門学校 看護学生の実習受け入れ 

2024年 11月 27日（水）・12月 4日（水）・11日（水）18日（水） 

2025年 1月 8日（水）・15日（水）・22日（水）・29日（水） 

施設見学、日本語学習の見学・学習者への聞き取り等を実施した。 

ウ-2 国際化推進事業に対する助成金等の交付 

事業

概要 

【目的・方法】市民が主体の国際化推進活動に対し、助成金を交付して活動を支援する。 

【交 付 時 期】2024年 6月 

【助 成 額】80,000円 全 2件(申請 2件) 

【交 付 団 体】 

■その他の支援 

下記の日本語教室に対し支援品等の支給を行った。 

【総 支 給 額】59,965円 

 団体名 内容 支給額（円） 

1 大和日本語教室 日本語教材 

会場費 

24,000 

26,100 

2 やまびこ 日本語教材 5,890 

3 つきみ野あいうえお 日本語教材 3,975 
 

 団体名 事業名 助成額（円） 

1 NPO法人日本ペルー共生協会 AJAPE継承スペイン語教室 26,000 

2 多文化共生ボランティア団体

KAM 

外国につながる子ども達、在日

外国人向け日本語学習支援及び

生活相談サポート事業 

54,000 

ウ-3 大和市友好都市交流事業に対する助成金の交付 

事業

概要 

【目的・方法】市民が主体となって、大和市の友好都市である大韓民国光明市との交流を行

う団体に対し助成金を交付することで友好都市の活性化を進める。 

【交 付 時 期】（申請なし） 
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ウ-4 ボランティア交流会の開催 

事業

概要 

公益目的事業 1 イ-6「日本語ボランティアの紹介」において、ボランティア間で交流が図

れる研修会を予定したため、当該年度は実施せず。 

ウ-5 ホームステイ・ホームビジットバンクの活用 大和市国際化推進業務受託事業 

事業

概要 

【目的・内容】大和市の友好都市である韓国光明市をはじめとする、海外に暮らす外国人の

ホームステイ受け入れを希望する家庭の登録を受け付け、ホームステイやホ

ームビジットのコーディネートを行うことで、相互理解を促進する。 

【登 録 数】37世帯 

【成 果 等】当該年度は大和市海外友好都市交流事業の実施はなかったが、大和西高校が

相互交流を行っている台湾の光復高級中学校の生徒の来日にあわせて同校か

らホームステイ受け入れの依頼があり、ホームステイバンクから 1 世帯を紹

介した。 

エ 地域の国際化に関する情報提供事業 

目的 広く地域の国際化に関する情報を発信することで、意識の普及・啓発を進める。 

エ-1 機関誌「Ｐａｌ」の発行 

事業

概要 

【目的・方法】協会の事業案内や事業報告、国際化に関する情報を発信する機関誌を発行し、

広く市民に配布することで、意識の普及啓発を図る。 

【発 行 月】2024年 6月、9月、12月、2025年 3月 

【発 行 部 数】3,000部×4回（6月、9月、12月、3月） 

【配 布 先】賛助会員、市役所、市立図書館、市内学習センター、コミュニティーセンタ

ー、市内小中高校、協力指定店、近隣各市町村国際担当課、各市国際交流協

会ほか 

【内   容】●122号（6 月）設立 30 周年を迎えました／お祝いメッセージ／国際化協会

のおしらせ 

●123号（9月）第 19回にほんごで話そう！日本語スピーチ大会を終えて

／日本語スピーチ大会 理事長賞・大和市長賞／理事長ご

あいさつ／大和市長・市議会議長 祝辞／大和市国際化協

会の沿革／市内日本語教室・地域の国際化を進める NPO法

人／2023年度表彰者 

●124号（12月）行ってみたいな あの店・この店「Steady Coffee（ステ

ディコーヒー）」／外国人市民インタビュー「ミラ ニャ

ン トゥイさん」／外国人市民サミットを終えて／写真で

振り返る 2024年／「やまと DEにほんご」のご案内／協会

からのお知らせ 

●125号（3月）データから見る地域に暮らす外国人／地域ぐるみで災害に

備える／2025年度賛助会員、イベントカレンダー／協会か
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らのお知らせ 

【成 果 等】当初の予定通り年 4回発行し、大和市におけるの国際化の現状について発信

した。これからも親しみやすく魅力的な紙面づくりに努めたい。 

エ-2 ホームページの管理運営 

事業

概要 

【目的・方法】電子媒体を活用し、法人概要、事業案内や事業報告、電子公告を行うことで、

広く市民に情報を提供する。 

【内   容】ホームページで多言語による情報提供のほか、協会イベント情報やボランテ

ィアの登録について広報を行った。 

【言   語】日本語、英語、スペイン語、中国語、ベトナム語、タガログ語 

【成 果 等】ホームページを通して、事業の案内、報告など多くの情報提供を行い、広く

情報を発信することができた。 

       また、協会 30年の記念事業として、地域の日本語教室の検索サイト「やまと

DE にほんご」を開設した。 
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（3）事業報告書の附属明細書 

資料 1 

2024年度 多言語による通訳窓口の設置 

表 1 内容別件数 

言語・配置日 

内容 

  スペイン語 英語 ベトナム語 タガログ語 中国語 
合計 

 火曜 金曜 小計 月～金曜 火曜 水曜 木曜 

1 出入国   7   21   28   6   7   2   -   43  

2 税金   82   44   126   6   9   3     144  

3 保険･年金   109   96   205   4   13   -   1   223  

4 婚姻・離婚   7   3   10     28       38  

5 届出手続き   123   24   147   8   6       161  

6 労働･仕事   15   58   73   1   15     1   90  

7 子ども（未就学児）   24   18   42   12   8   3   1   66  

8 子ども教育   37   64   101   5   11   1   3   121  

9 医療（市立病院含む）   18   6   24   9   11     20   64  

10 福祉･介護   40   66   106   2   31     1   140  

11 住居･不動産   12   68   80   3   33   1     117  

12 生活   47   132   179   16   54   3     252  

13 健康   7   22   29     1     1   31  

14 翻訳依頼   8   5   13   3   27     2   45  

15 日本語学習   2   7   9   1   10   1   9   30  

16 その他   56   14   70   16   31     3   120  

合計    594   648   1,242   92   295   14   42   1,685  

           

表 2 場所・方法別件数          

言語･配置日 

場所･方法 
 

  スペイン語 英語 ベトナム語 タガログ語 中国語 
合計 

  火曜 金曜 小計 月～金曜 火曜 水曜 木曜 

1 協会      576   576   27   160   8   11   782  

2 市役所    594     594           594  

3 市立病院        -         19   19  

4 保健福祉センター        -           -  

5 電話      72   72   49   135   6   10   272  

6 Email        -   10         10  

7 その他        -   6       2   8  

合計    594   648  1,242    92   295   14   42   1,685  
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資料 2 

2024年度ボランティア登録者数内訳 

（2025年 3月 31日現在） 

登録ボランティア 

 （内訳）   

 通訳・翻訳ボランティア  232 名（表 1参照）※1 

 日本語ボランティア 111 名 

 日本語・学習支援ボランティア 76 名 

 クロスカルチャーセミナーボランティア 6 名 

 事業ボランティア 6 名 

 合計 431 名（のべ人数）※2 

    

 ※1）通訳・翻訳ボランティア登録者の実数： 169 名 

 ※2）登録ボランティアの実数： 319 名 

（表 1） 

 登録言語 登録言語数 

1 英語 99 

2 スペイン語 26 

3 中国語 19 

4 ベトナム語 13 

5 タガログ語 9 

6 カンボジア語 6 

7 ハングル 6 

8 タイ語 4 

9 フランス語 8 

10 シンハラ語 3 

11 インドネシア語 3 

12 ネパール語 3 

13 ラオス語 1 

14 ポルトガル語 1 

15 アラビア語 2 

16 ビサヤ語 1 

17 ドイツ語 1 

18 ポルトガル語 1 

19 カタルニア語 1 

20 ヒンディー語 1 

21 オランダ語 1 

22 イタリア語 1 

 合計 210 
 



 

  

2
5
 



 

 

2
6
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資料 5 

2024年度 日本語・学習支援ボランティア活動実績表 

 

依頼者 活動回数 活動時間 
支援者数 

（実数） 

対象生徒数 

（実数） 

北大和小学校  8   16   1   3  

大和小学校  11   22   1   1  

深見小学校  25   45   1   1  

渋谷小学校  20   20   1   2  

西鶴間小学校  37   90   2   6  

緑野小学校  18   49   2   5  

上和田小学校  23   43   2   2  

柳橋小学校  33   33   1   1  

下福田小学校  63   241   2   3  

文ヶ岡小学校  29   29   1   1  

引地台小学校  40   60   2   2  

光丘中学校  6   14   3   1  

渋谷中学校  23   92   1   2  

つきみ野中学校  23   50   2   2  

引地台中学校  28   63   2   5  

上和田中学校  43   98   2   8  

小計  430   965   26   45  

          

生徒保護者  476   692   35   35  

国際化協会（夏休み教室）  124   248   60   36  

小計  600   940   95   71  

     

合  計  1,030   1,905   121   116  
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2 処 務 

（1）役員に関する事項 

2025年 3月 31日 

職名 氏名 就任年月日 備考 

役員 

代表理事 清水 和男 2024年 5月 30日 新任 

常務理事 青木 和美 2024年 5月 30日 新任 

理事 

伊知地 るみ 2024年 5月 30日 再任 

長谷川 房代 2024年 5月 30日 再任 

保田 完次 2024年 5月 30日 再任 

監事 

北林 郁子 2024年 5月 30日 再任 

高橋 秀典 2024年 5月 30日 再任 
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（2）評議員に関する事項 

2025年 3月 31日 

職名 氏名 就任年月日 備考 

評議員 

武内 敏子 2024年 5月 30日 再任 

江畑 洋子 2024年 5月 30日 再任 

遠藤 武男 2024年 5月 30日 再任 

曹  敏 2024年 5月 30日 再任 

千葉 知義 2024年 5月 30日 再任 

山田 郁哉 2024年 5月 30日 再任 

橋本 日吉 2024年 5月 30日 再任 
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（3）職員に関する事項 

 

2025年 3月 31日 

職名 氏名 担当事務 就職年月日 備考 

事務局長 青木 和美 総括 2023年 9月 1日 再雇用職員 

次長 佐藤 健二 総務・事業担当 2024年 4月 1日 〃 

職員 小西 永里子 総務・事業担当 2002年 4月 1日 固有職員 

〃 石川 和友 事業担当 2010年 9月 1日 〃 

〃 黒沼 志麻子 事業担当 2024年 10月 1日 〃 

非常勤職員 高木 聡子 一般事務 2021年 4月 1日 非常勤職員 

〃 楠 瑠美子 
多文化コンシェルジュ 

（スペイン語－火曜日） 
1995年 8月 4日 〃 

〃 ダオ ティ ハイ 
多文化コンシェルジュ 

（ベトナム語－火曜日） 
2020年 3月 1日 〃 

〃 田野井 咲奈 
多文化コンシェルジュ 

（中国語－木曜日午前） 
2002年 7月 11日 〃 

〃 デルガード 泉 
多文化コンシェルジュ 

（スペイン語－金曜日） 
2013年 6月 1日 〃 

〃 三好 直美 
日本語支援員 

（火・水・木・金） 
2024年 4月 1日 〃 
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（4）役員会・評議員会に関する事項 

ア 理事会 

開催年月日 議決事項 

開催当日における理事の現

在数及び議決権を行使した

理事の数並びに議事の結果 

第 1回臨時理事会 

2024年 4月 1日 

議案第 1号 

公益財団法人大和市国際化協会事務局長の選任について 

 

5 名の理事全員から書面に

より同意の意思表示を、2名

の監事全員から提案に異議

のないことの表明を得、原

案承認があったものとみな

された。 

第 1回定時理事会 

2024年 5月 15日 

議案第 2号 

2023年度公益財団法人大和市国際化協会事業報告について 

 

議案第 3号 

2023年度公益財団法人大和市国際化協会収支決算について 

 

議案第 4号 

2024 年度公益財団法人大和市国際化協会定時評議員会

への付議事項について 

（1）公益財団法人大和市国際化協会事務局長選任の報告

について 

（2）2023 年度公益財団法人大和市国際化協会事業報告

について 

（3）2023 年度公益財団法人大和市国際化協会収支決算

について 

（4）公益財団法人大和市国際化協会役員の選任について 

（5）公益財団法人大和市国際化協会役員等報酬規程の一

部を改正する規程について  

 

議長を除く 3 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

議長を除く 3 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

議長を除く 3 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

第 2回臨時理事会 

2024年 5月 30日 

議案第 5号 

公益財団法人大和市国際化協会理事長及び常務理事の選

任について  

 

特別の利害関係を有する理

事を除く理事全員の一致に

より原案承諾。  

第 3回臨時理事会 

2024年 9月 18日 

報告第 1号 

理事長及び常務理事の職務執行状況について 
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報告第 2号 

専決処分の承認について（公益財団法人大和市国際化協会

就業規程の一部を改正する規程）  

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。  

第 2回定時理事会 

2025年 3月 5日 

報告第 3号 

理事長及び常務理事の職務執行状況について 

 

報告第 4号 

専決処分の承認について（公益財団法人大和市国際化協会

職員給与規程の一部を改正する規程及び再雇用職員給与規

程の一部を改正する規程） 

 

議案第 6号   

公益財団法人大和市国際化協会職員給与規程の一部を改正

する規程について 

 

議案第 7号   

公益財団法人大和市国際化協会再雇用職員給与規程の一部

を改正する規程について 

 

議案第 8号   

公益財団法人大和市国際化協会臨時職員等就業及び賃金に

関する規程の一部を改正する規程について 

 

議案第 9号 

2025年度公益財団法人大和市国際化協会事業計画について 

 

 

議案第 10号 

2025度公益財団法人大和市国際化協会収支予算について 

 

 

議案第 11号 

2025 年度公益財団法人大和市国際化協会特定寄附金募金目

論見について 

 

議案第 12号 

2025 年度公益財団法人大和市国際化協会資金調達及び設備

投資の見込みについて 

 

 

 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

賛成全員により原案承認。 
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議案第 13号 

会社役員賠償責任保険の契約について 

 

 

議案第 14号 

2024 年度第 1回公益財団法人大和市国際化協会臨時評議員

会の開催について 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 4 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 
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イ 評議員会 

開催年月日 議決事項 

開催当日における理事の現

在数及び議決権を行使した

理事の数並びに議事の結果 

定時評議員会 

2024年 5月 30日 

報告第 1号 

公益財団法人大和市国際化協会事務局長の選任について 

 

報告第 2号 

2023 年度公益財団法人大和市国際化協会事業報告につ

いて 

 

議案第 1号 

2023 年度公益財団法人大和市国際化協会収支決算につ

いて 

 

議案第 2号 

公益財団法人大和市国際化協会理事、監事及び評議員の

選任について 

 

議案第 3号 

公益財団法人大和市国際化協会役員等報酬規程の一部を

改正する規程について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長を除く 5 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 5 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 5 名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

第 1回臨時評議員会 

2025年 3月 12日 

報告第 3号 

規程の改正について（公益財団法人大和市国際化協会就

業規程、職員給与規程、再雇用職員給与規程、臨時職員

等就業及び賃金に関する規程） 

 

議案第 4号   

2025 年度公益財団法人大和市国際化協会事業計画につ

いて 

 

議案第 5号   

2025 年度公益財団法人大和市国際化協会収支予算につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長を除く 5名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

議長を除く 5名の出席者の

全員賛成により原案承認。 

 

 

議長を除く 5名の出席者の
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議案第 6号 

2025 年度公益財団法人大和市国際化協会資金調達及び

設備投資の見込みについて 

全員賛成により原案承認。 
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（5）契約に関する事項 

契約締結及び 

施行年月日 
契約先 契約内容 

2024年 4月 1日 
大和市下鶴間一丁目 1

番 1号 
大和市 

令和 6年度大和市国際化推

進業務委託 

2024年 4月 1日 
大和市下鶴間一丁目 1

番 1号 
大和市 

令和 6年度外国人市民支援

事業委託 

2024年 4月 1日 
埼玉県朝霞市東弁財 1-

3-17 サクセスビル 5F 
株式会社サクセス 

ソフトウェアサポート年間保守

契約 

2024年 4月 1日 
大和市大和南 1-8-1 

Yamato文化森 203 
大和ラジオ放送株式会社 番組制作委託契約 

2024年 4月 1日 

東京都港区南青山五丁

目 4番 35号 たつむら

青山ビル 

株式会社コンパス保険 役員賠償責任保険 

2024年 4月 1日 
横浜市神奈川区栄町 3-

12 

キヤノンシステムアンドサポ

ート株式会社 
電子複合機賃貸借契約 

2024年 4月 1日 
東京都港区浜松町 2-4-

1 
オリックス株式会社 業務用端末賃貸借契約 

2024年 4月 1日 - 谷中いずみ 
2024年度日本語教室開催事

業業務委託 

2024年 4月 30日 

東京都港区南青山五丁

目 4番 35号 たつむら

青山ビル 

株式会社コンパス保険 行事賠償責任保険 

2024年 6月 12日 
横浜市緑区長津田 6-

20-24 

イムス横浜国際看護専門学

校 

令和 6年度学生の施設実習

に関する契約書 

2024年 6月 15日 

東京都港区南青山五丁

目 4番 35号 たつむら

青山ビル 

株式会社コンパス保険 2024年度自動車保険 

2024年 7月 1日 
東京都渋谷区恵比寿 1-

24-4 

一般財団法人日本健康増

進財団 
一般健康診断委託 

2024年 8月 1日 - 嶽肩志江 

2024年度日本語教授法ブラッ

シュアップ講座開催事業業務

委託 
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2024年 10月 4日 
大和市下鶴間一丁目 1

番 1号 
大和市 

令和 6年度大和市プレスクー

ル開催事業業務委託 

2024年 12月 1日 
大和市大和東 3-10-22-

302 

トレボル NIHONGO教室神

奈川中央校 
2024年度大和市プレスクール 

2024年 12月 1日 
東京都港区浜松町 2-4-

1 
オリックス株式会社 業務用端末賃貸借契約 

2024年 12月 13日 
横浜市神奈川区鶴屋町

2-24-2 

特定非営利活動法人多言

語社会リソースかながわ 

2024年度通訳翻訳ボランティ

ア研修会開催事業業務委託 

2024年 12月 17日 
東京都港区三田 3-13-

12 三田 MTビル 8階 

株式会社メディア総合研究

所 

2024年度通訳翻訳ボランティ

ア研修会開催事業業務委託 

2024年 12月 17日 

東京都港区南青山五丁

目 4番 35号 たつむら

青山ビル 

株式会社コンパス保険 NPO傷害保険 

2024年 12月 18日 - 嶽肩志江 
2024年度日本語ボランティア

養成講座開催事業業務委託 

2025年 2月 22日 - 仲山淳子 

2024年度日本語教授法ブラッ

シュアップ講座開催事業業務

委託 

2025年 3月 1日 - 吉田有美 

2024年度日本語教授法ブラッ

シュアップ講座開催事業業務

委託 

2025年 3月 10日 
横浜市西区北幸 1-11-5 

相鉄 KSビル 7階 
三菱オートリース株式会社 自動車リース 

2025年 3月 31日 
大和市下鶴間一丁目 1

番 1号 
大和市 

令和 6年度外国人市民支援

事業委託変更 

 

 



 

  



 

 

 

 

2024（令和 6）年度 

 

収支決算書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人大和市国際化協会 
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貸  借  対  照  表 
2025年 3月 31日現在 

   (単位：円） 

科         目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 資 産 の 部       

  1．流動資産       

    (1) 現金預金       

         現  金 35,312  30,000  5,312 

         普通預金 3,449,552  8,296,440  △4,846,888 

         郵便口座賛助会員口 6,399,955  5,985,249  414,706 

         郵便口座イベント負担金口 574,236  492,586  81,650 

         基本財産口 0  0  0 

          現金預金合計 10,459,055  14,804,275  △4,345,220 

    (2) その他流動資産 
   

         未収入金 0  0  0 

         前払金 1,825  0  1,825 

          その他流動資産合計 1,825  0  1,825 

          流動資産合計 10,460,880  14,804,275  △4,343,395 

  2．固定資産 
   

    (1) 基本財産 
   

         基本財産有価証券 200,000,000  200,000,000  0 

          基本財産合計 200,000,000  200,000,000  0 

    (2) 特定資産 
   

         退職給与引当預金 11,378,341  10,392,341  986,000 

         事業安定積立預金 6,402,006  6,402,006  0 

         外国人支援預金 1,015,883  1,015,335  548 

          特定資産合計 18,796,230  17,809,682  986,548 

          固定資産合計 218,796,230  217,809,682  986,548 

          資産合計 229,257,110  232,613,957  △3,356,847 

  
   

Ⅱ 負 債 の 部 
   

  1．流動負債 
   

         未払金 4,859,502  7,606,253  △2,746,751 

         預り金 542,629  488,709  53,920 

         未払消費税 384,700  470,400  △85,700 

         前受金 39,000  0  39,000 

          流動負債合計 5,825,831  8,565,362  △2,739,531 

  2．固定負債 
   

         退職給付引当金 11,378,341  10,392,341  986,000 

          固定負債合計 11,378,341  10,392,341  986,000 

          負債合計 17,204,172  18,957,703  △1,753,531 

  
   

Ⅲ 正 味 財 産 の 部 
   

  1．指定正味財産 
   

         寄附金 200,000,000  200,000,000  0 

          指定正味財産合計 200,000,000  200,000,000  0 

          （うち基本財産への充当額） (200,000,000)  (200,000,000)  (0)  

  2．一般正味財産 12,052,938  13,656,254  △1,603,316 

          （うち特定資産への充当額） (7,417,889)  (7,417,341)  (548)  

          正味財産合計 212,052,938  213,656,254  △1,603,316 

          負債 及び 正味財産合計 229,257,110  232,613,957  △3,356,847 
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正味財産増減計算書 
2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで 

   (単位：円） 

科         目 当年度 前年度 増減 

Ⅰ 一般正味財産増減の部       

    1． 経常増減の部       

      (1) 経常収益       

        基本財産運用益       

            基本財産受取利息 813,000 813,000 0 

          基本財産運用益計 813,000 813,000 0 

        特定資産運用益 
   

            特定資産受取利息 2,704 185 2,519 

          特定資産運用益計 2,704 185 2,519 

        受取会費 
   

            賛助会員受取会費 1,438,000 1,481,000 △43,000 

          受取会費計 1,438,000 1,481,000 △43,000 

        受取補助金等 
   

            大和市運営費補助金 29,845,006 28,460,999 1,384,007 

            大和市国際化推進事業受託収益 15,896,658 16,604,618 △707,960 

          受取補助金等計 45,741,664 45,065,617 676,047 

        受取負担金 
   

            受取負担金 1,426,650 1,119,980 306,670 

          受取負担金計 1,426,650 1,119,980 306,670 

        受取寄付金 
   

            受取寄付金 251,000 220,000 31,000 

          受取寄付金計 251,000 220,000 31,000 

        雑収益 
   

            雑収益 3,746 3,389 357 

          雑収益計 3,746 3,389 357 

          経常収益計 49,676,764 48,703,171 973,593 

      (2) 経常費用 
   

        事業費 
   

            給与手当 15,039,045 13,618,124 1,420,921 

            臨時雇賃金 5,292,547 5,330,530 △37,983 

            退職給付金 822,000 897,000 △75,000 

            福利厚生費 2,878,980 2,743,379 135,601 

            会議費 2,578 0 2,578 

            旅費交通費 1,225,193 657,499 567,694 

            通信運搬費 520,626 412,234 108,392 

            消耗什器備品費 0 597,372 △597,372 

            消耗品費 815,779 1,251,949 △436,170 

            印刷製本費 1,577,194 1,273,600 303,594 

            賃借料 53,900 28,240 25,660 

            諸謝金 4,147,250 3,478,288 668,962 

            租税公課 787,500 805,700 △18,200 

            支払助成金 80,000 80,000 0 
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正味財産増減計算書 

2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで 
   (単位：円） 

科         目 当年度 前年度 増減 

            委託費 2,014,334 1,904,460 109,874 

          事業費計 35,256,926 33,078,375 2,178,551 

        管理費       

            役員報酬 1,173,800 587,400 586,400 

            給与手当 7,949,888 7,255,649 694,239 

            臨時雇賃金 1,374,304 1,353,281 21,023 

            退職給付金 164,000 179,000 △15,000 

            福利厚生費 1,555,725 1,569,199 △13,474 

            旅費交通費 1,944 14,364 △12,420 

            通信運搬費 598,590 522,387 76,203 

            消耗品費 587,689 616,917 △29,228 

            修繕費 104,080 79,200 24,880 

            印刷製本費 533,720 574,090 △40,370 

            燃料費 22,271 26,466 △4,195 

            賃借料 855,748 1,044,012 △188,264 

            保険料 339,852 340,471 △619 

            諸謝金 26,400 0 26,400 

            租税公課 17,920 46,100 △28,180 

            支払負担金 60,676 58,267 2,409 

            委託費 0 0 0 

            雑費 656,547 452,465 204,082 

          管理費計 16,023,154 14,719,268 1,303,886 

          経常費用計 51,280,080 47,797,643 3,482,437 

            当期経常増減額 △1,603,316 905,528 △2,508,844 

    2． 経常外増減の部 
   

      (1) 経常外収益 
   

          経常外収益計 0 0 0 

      (2) 経常外費用 
   

          経常外費用計 0 0 0 

            当期経常外増減額 0 0 0 

            税引前当期一般正味財産増減額 △1,603,316 905,528 △2,508,844 

            当期一般正味財産増減額 △1,603,316 905,528 △2,508,844 

            一般正味財産期首残高 13,656,254 12,750,726 905,528 

            一般正味財産期末残高 12,052,938 13,656,254 △1,603,316 

Ⅱ 指定正味財産増減の部 
   

            当期指定正味財産増減額 0 0 0 

            指定正味財産期首残高 200,000,000 200,000,000 0 

            指定正味財産期末残高 200,000,000 200,000,000 0 

Ⅲ 正味財産期末残高 212,052,938 213,656,254 △1,603,316 

 



 

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表 
2024年 4月 1日から 2025年 3月 31日まで 

(単位：円） 

科         目 
公益目的事業会計 

法人会計 合計 
公 1 公 2 共通 小計 

Ⅰ 一般正味財産増減の部             
    1． 経常増減の部             
      (1) 経常収益             
        基本財産運用益             
            基本財産受取利息 0 0 813,000 813,000 

 
813,000 

          基本財産運用益計 0 0 813,000 813,000 0 813,000 
        特定資産運用益 

      

            特定資産受取利息 0 0 2,704 2,704 0 2,704 
          特定資産運用益計 0 0 2,704 2,704 0 2,704 
        受取会費 

      

            賛助会員受取会費 0 0 1,438,000 1,438,000 0 1,438,000 
          受取会費計 0 0 1,438,000 1,438,000 0 1,438,000 
        受取補助金等 

      

            大和市運営費補助金 7,239,601 7,332,067 0 14,571,668 15,273,338 29,845,006 
            大和市国際化推進事業受託収益 15,888,218 8,440 0 15,896,658 0 15,896,658 
          受取補助金等計 23,127,819 7,340,507 0 30,468,326 15,273,338 45,741,664 
        受取負担金 

      

            受取負担金 1,373,650 53,000 0 1,426,650 0 1,426,650 
          受取負担金計 1,373,650 53,000 0 1,426,650 0 1,426,650 
        受取寄付金 

      

            受取寄付金 200,000 0 51,000 251,000 0 251,000 
          受取寄付金計 200,000 0 51,000 251,000 0 251,000 
        雑収益 

      

            雑収益 0 0 0 0 3,746 3,746 
          雑収益計 0 0 0 0 3,746 3,746 
          経常収益計 24,701,469 7,393,507 2,304,704 34,399,680 15,277,084 49,676,764 
      (２) 経常費用 

      

        事業費 
      

            給与手当 9,023,427 6,015,618 0 15,039,045 0 15,039,045 
            臨時雇賃金 5,292,547 0 0 5,292,547 0 5,292,547 
            退職給付金 493,000 329,000 0 822,000 0 822,000 
            福利厚生費 1,891,531 987,449 0 2,878,980 0 2,878,980 
            会議費 2,578 0 0 2,578 0 2,578 
            旅費交通費 1,221,327 3,866 0 1,225,193 0 1,225,193 
            通信運搬費 204,307 316,319 0 520,626 0 520,626 
            消耗品費 696,486 119,293 0 815,779 0 815,779 
            印刷製本費 755,217 821,977 0 1,577,194 0 1,577,194 

4
4
 



 

            賃借料 27,800 26,100 0 53,900 0 53,900 
            保険料 0 0 0 0 0 0 
            諸謝金 4,104,682 42,568 0 4,147,250 0 4,147,250 
            租税公課 787,090 410 0 787,500 0 787,500 
            支払助成金 0 80,000 0 80,000 0 80,000 
            委託費 1,710,184 304,150 0 2,014,334 0 2,014,334 
          事業費計 26,210,176 9,046,750 0 35,256,926 0 35,256,926 
        管理費 

      

            役員報酬 0 0 0 0 1,173,800 1,173,800 
            給与手当 0 0 0 0 7,949,888 7,949,888 
            臨時雇賃金 0 0 0 0 1,374,304 1,374,304 
            退職給付金 0 0 0 0 164,000 164,000 
            福利厚生費 0 0 0 0 1,555,725 1,555,725 
            旅費交通費 0 0 0 0 1,944 1,944 
            通信運搬費 0 0 0 0 598,590 598,590 
            消耗品費 0 0 0 0 587,689 587,689 
            修繕費 0 0 0 0 104,080 104,080 
            印刷製本費 0 0 0 0 533,720 533,720 
            燃料費 0 0 0 0 22,271 22,271 
            賃借料 0 0 0 0 855,748 855,748 
            保険料 0 0 0 0 339,852 339,852 
            諸謝金 0 0 0 0 26,400 26,400 
      租税公課 0 0 0 0 17,920 17,920 
            支払負担金 0 0 0 0 60,676 60,676 
            雑費 0 0 0 0 656,547 656,547 
          管理費計 0 0 0 0 16,023,154 16,023,154 
          経常費用計 26,210,176 9,046,750 0 35,256,926 16,023,154 51,280,080 
            当期経常増減額 △1,508,707 △1,653,243 2,304,704 △857,246 △746,070 △1,603,316 
    2． 経常外増減の部       
      (1) 経常外収益       
          経常外収益計 0 0 0 0 0 0 
      (2) 経常外費用       
          経常外費用計 0 0 0 0 0 0 
            当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 
            税引前当期一般正味財産増減額 △1,508,707 △1,653,243 2,304,704 △857,246 △746,070 △1,603,316 
            当期一般正味財産増減額 △1,508,707 △1,653,243 2,304,704 △857,246 △746,070 △1,603,316 
            一般正味財産期首残高 △16,931,795 △16,962,567 36,567,981 2,673,619 10,982,635 13,656,254 
            一般正味財産期末残高 △18,440,502 △18,615,810 38,872,685 1,816,373 10,236,565 12,052,938 
Ⅱ 指定正味財産増減の部       
            当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 
            指定正味財産期首残高 0 0 200,000,000 200,000,000  200,000,000 
            指定正味財産期末残高 0 0 200,000,000 200,000,000  200,000,000 
Ⅲ 正味財産期末残高 △18,440,502 △18,615,810 238,872,685 201,816,373 10,236,565 212,052,938 

  

4
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財務諸表に対する注記 
 

1．継続事業の前提に関する注記 

継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況は存在しない。 

 

2．重要な会計方針 

（1）有価証券の評価基準及び評価方法 

    満期保有目的の債券・・・・・取得原価法によっている 

（2）棚卸評価基準及び評価方法 

該当なし 

（3）固定資産の減価償却の方法 

該当なし 

（4）引当金の計上基準 

    退職給与引当金 

      職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務に基づき、当事業年度末にお

いて発生していると認められる額を計上している。 

（5）キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

    会計監査人を設置していないので、キャッシュ・フロー計算書を作成していない。 

（6）消費税等の会計処理 

    消費税等の会計処理は、税込み方式によって行っている。 

 

3．会計方針の変更 

該当なし（最新の公益法人会計基準に準拠している）  

 

4．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。（単位：円） 

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産         

  
 

投資有価証券 200,000,000 0 0 200,000,000 

 小計 200,000,000 0 0 200,000,000 

特定資産         

  
 

退職給付引当資産 10,392,341 986,000 0 11,378,341 

  
 

事業安定積立資産 6,402,006 0 0 6,402,006 

  
 

外国人支援資産 1,015,335 548 0 1,015,883 

 小計 17,809,682 986,548 17,809,682 986,548 

合計 217,809,682 986,548 217,809,682 986,548 

 

5．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。   （単位：円） 

科目 当期末残高 
（うち指定正味財
産からの充当額） 

（うち一般正味財
産からの充当額） 

（うち債務に対応
する額） 

基本財産         

  
 

投資有価証券 200,000,000 (200,000,000) 
 

（0） 

 小計 200,000,000 (200,000,000) 200,000,000 (200,000,000) 

特定資産     

  

  
 

退職給付引当資産 11,378,341 ― 

 

― 

  
 

事業安定積立資産 6,402,006 （0） 

 

(6,402,006) 

  
 

外国人支援資産 1,015,883 （0） 

 

(1,015,883) 

 小計 18,796,230 （0） 18,796,230 （0） 

合計 18,796,230 (200,000,000) 18,796,230 (200,000,000) 
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6．担保に供している資産 

該当なし 

7．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高 

該当なし 

8．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高 

    該当なし 

9．保証債務（債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。）等の偶発債務 

該当なし 

10．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿評価額、時価及び評価損益 

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿評価額、時価及び評価損益は次のとおりである。（単位：円） 

科目 帳簿価格 時価 評価損益 

神奈川県第 259 回 10 年公募公債 100,000,000 93,321,800 △ 6,678,200 

第 831 回 10 年東京都公債 100,000,000 93,260,000 △ 6,740,000 

合計 200,000,000 186,581,800 △ 13,418,200 

11．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高 

 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。  （単位：円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上
の記載区分 

寄付金             

 寄付金 大和市 200,000,000 0 0 200,000,000 指定正味財産 

補助金             

 大和市運営費補助金 大和市 0 31,602,000 29,845,006 1,756,994 一般正味財産 

合計 200,000,000 31,602,000 29,845,006 201,756,994   

12．基金及び代替基金の増減額及びその残高       

 該当なし  

13．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳     

 該当なし         

14．関連当事者との取引内容 

 関連当事者との取引内訳は次のとおりである。     （単位：円） 

NO 法人等の名称 取引の内容 取引金額 

1 大和市 令和 6 年度大和市国際化推進業務委託 11,993,240 

2 大和市 令和 6 年度外国人市民支援事業委託 2,982,498 

3 大和市 令和 6 年度大和市プレスクール開催事業業務委託 920,920 

    合計 15,896,658 

15．キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引 

 該当なし 

16．重要な後発事象 

 該当なし 

17．その他 

 特になし  
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附 属 明 細 書 
         

         

         

 1．基本財産及び特定資産の明細        

   財務諸表の注記に記載しているため省略。     

   

         

 2．引当金の明細        （単位：円） 

科目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

退職給付引当金 10,392,341 986,000 0 0 11,378,341 
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財  産  目  録 
2025 年 3 月 31 日現在 

    
(単位：円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額 

(流動資産)         

 現金預金  現  金 現金手元有高 運転資金として 35,312  

   普通預金 きらぼし銀行大和支店 運転資金として 3,449,552  

   郵便口座 

  賛助会員口 

ゆうちょ銀行 運転資金として 6,399,955  

   郵便口座 
  イベント負担金口 

ゆうちょ銀行 運転資金として 574,236  

   基本財産口 きらぼし銀行大和支店   0  

  現金預金合計   10,459,055 

その他流動資産 前払金 郵便口座賛助会員口 振込手数料として 1,825 

  その他流動資産合計   1,825 

流動資産合計   10,460,880 

(固定資産)         

 基本財産  基本財産有価証券   （公益目的保有財産） 200,000,000  

  
  神奈川県債 

神奈川県第 259 回公募公

債 

運用益を公益目的事業の

財源として使用している 
100,000,000  

  
  東京都公債 第 831 回東京都公債 

運用益を公益目的事業の

財源として使用している 
100,000,000  

  基本財産合計   200,000,000  

 特定資産  退職給与引当預金 
きらぼし銀行大和支店 

（退職給与引当預金） 

職員に対する退職金の支

払いに備えたもの 
11,378,341  

   事業安定積立預金 
きらぼし銀行大和支店 

（事業安定積立預金） 

事業安定の財源として管

理されている預金 
6,402,006  

   外国人支援預金 
きらぼし銀行大和支店 

（外国人支援預金） 

事業安定の財源として管

理されている預金 
1,015,883  

  特定資産合計   18,796,230 

  その他固定資産合計   0  

固定資産合計   218,796,230 

資産合計   229,257,110 

(流動負債)         

   未払金 
非常勤職員、通訳・翻訳

ボランティア他 

非常勤職員賃金、ボラン

ティア謝礼他未払額 
4,859,502  

   預り金 協会職員からの預かり分 
源泉所得税、社会保険料

等 
542,629  

   未払消費税 消費税 消費税 384,700 

   前受金 2025 年度賛助会員会費 賛助会員受取会費 39,000 

  流動負債合計   5,825,831 

(固定負債)         

   退職給付引当金 職員に対するもの 
職員に対する退職金の支

払いに備えたもの 
11,378,341 

  固定負債合計   11,378,341 

負債合計   17,204,172 

正味財産   212,052,938 

 



 

 

 

 

 

 

 




